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食品添加物のリスク評価に関する情報収集調査

1．　はじめに

厚生労働省は、淀CFAで国際的に安全性評価が終了し、一定の範囲内で安全性が確認されており、かつ、

欧米等で使用が広く認められていて国際的に必要性が高いと考えられるものについては、企業等の要請を待

つことなく、指定に向けた検討を開始する方針を示しており、また、指定等ゐ要請があったものについても、食

品安全基本法に基づき厚生労働省から依頼があれば、食品健康影響評価をおこなう必要がある。このため

効率的に食品健康影響評価を進めていくためには、予め、関連する情報の収集・整理をおこなっておく必要．
がある。

本事業は、評価の依頼が想定される食品添加物について、リスク評価をおこなうために必要不可欠な国内

外の情報を予め収集■翻訳・整理をおこない、今後のリスク評価に必要な基礎的な資料の整備をおこなおうと
するものである。

1．1　　調査対象

（1）対象物質

内閣府食品安全委員会事務局殿が指定する物質に限定して魂査をおこなうものとする。

平成17年度の調査対象物質は「2．物質一覧」を参照のこと。

ただし、（3）の食品添加物の評価をおこなった論文の調査・収集では、平成15年度または16年度に調査をお

こなった物質のうち指定された物質について追加調査をおこなう。

また、（4）のリスク評価方法レビューに関しては、物質を特定せずに調査叫文集をおこなう。

（2）食品添加物のリスク評価結果及び引用文献の調査・収集

「3．国際機関一覧」の国際機関で報告されている食品添加物のリスク評価結果及び引用されている文献につ

いて、調査・収集する。収集したリスク評価結果について翻訳をおこない、引用文献については、書誌事項及

び抄録を作成する。収集内容と掲載ファイルは表1のとおりである。

表1

調査内容 掲載ファイル ・ 備考

リスク評価結果原文 資料番号①（本紙）

リスク評価結果翻訳 資料番号①（本紙）

リスク評価結果引用文献一覧 資料番号①（本紙）

リスク評価結果引用文献原文 資料番号（D （本紙） 複写不可の文献については原文なし

リスク評価結果引用文献抄録 資料番号② 複写不可の文献については抄録なし

（3）食品添加物の評価をおこなった論文の調査・収集

食品添加物について物質毎に国際機関等において、評価がおこなわれた年以降に公表された安全性に関す
る論文を調査・収集する。尚、調査に当たっては、データベース検索（※1）をおこない、対象データベースとし

てはTOXCENTERJEMBASE、FSTA、MEDLINE（以上STN）、JSTPlus、JMEDPlus（以上JOIS）とす

る。調査・収集した文献については、書誌事項及び抄録を作成する。収集内容と掲載ファイルは表2のとおり
である。

表2

調査内容 掲載ファイル 備考

食品添加物評価論文原文 資料番号①（本紙） 複写不可の文献については原文なし

食品添加物評価論文一覧 資料番号①（本紙）

食品添加物評価論文抄録 資料番号② 複写不可の文献については抄録なし

※1検索式については「8．付録（1）論文検索式」を参照のこと
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食品添加物のリスク評価に関する情報収集調査

（4）食品添加物の国内外リスク評価方法レビューの調査■収集

調査対象物質の他に、食品添加物のリスク評価及び安全性評価にかかわる論文を収集する。尚、調査に当た

っては、データベース検索（※1）をおこない、・対象データベースとしてはTOXCENTER、EM白ASE、FSTA、
MEDUNE（以上STN）、JSTPJus、JMEDPIus（以上JOIS）とする。調査L収集した文献については、書誌

事項及び抄録を作成する。また、内閣府食品安全委員会事務局殿が指定された文献についての翻訳もおこな

う。収集内容と掲載ファイルは表3のとおりである。

表3

調査内容 掲載フナイ／レ 嘩華

リえク評価方法レビュー虜女 資料番号①（本紙）

リスク評価方法レビュー翻訳 資料番号①（本紙） 指定されたリスク評価方法レビューのみ

リスク評価方法レビュー一覧1 資料番号（D（本紙）

リスク評価方法レビュー抄録 資料番号（∋

※1検索式については「8．付録（1）論文検索式」を参照のこと

1．2　　管理番号

（1）管理番号について

収集したリスク評価結果及び引用文献、論文の整鐘をおこなうため、独自の管理番号を付与する事で管理を
おこなう。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、

（2）管理番号体系・

食品添加物のリスク評価に関する情報収集調査における物質、機関、リスク評価結果、引用文献および論文

に付与する管理番号体系および命名規約については表4のとおり既定する。

・、表4

項香 名 称 番 号 体 系 内 容

1 物 質 ID 調 査 対 象 の 物 質 の 管 理番 号

2　∴＞国 際機 蘭 IP 調 査 対 象 となる国 際 機 関の 管 理 番 号 ．ノ■

3 リスク評 価 結 果 ID
M M M ＿0 0 0 ＿E E E

収 集 した リス ク評 価結 果 の 管 理 番 号

4 ， ．、引 用 文 献 氾
．M M M ＿0 0

垂
E 一・9 9 9 9 リえク評 価 結 集 に記 載 され た 引 用文 献 の

■管 理 番 号

5 ■ ・諦 文 ID M M M＿W＿9 9 9 9
重 複 削 除 後 （物 質 毎 ）め 引 用 文 献 の

管 理 番 号 ■‾…此鮎貞義邑＝親＿W 牒＝澗激憤：。，騙．招 ．

6 デ ー タベ ース 検 索 結 果 の 論 文 の 管 理番 号
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食品添加物のリスク評価に関する情報収集調査

1．3　　資料構成

（1）全体構成

食品添加物のリスク評価に関する情報収集調査結果は原文■翻訳が掲載されたファイルと、引用文献、論文

の抄録が掲載された報告書から構成されている。各ファイルの掲載内容は表5のとおりである。

表5

資料番号 タイトル 部数 掲載内容 備考

①
食品添加物のリスク評価に関する 1

■リスク評価結果の原文

・リスク評価結果の翻訳 本書
情報収集調査 ※1 ・リスク評価結果引用文献の原文

・データベース検索結果の原文

②
食品添加物のリスク評価に関する

20

・食品添加物に関するリスク評価結果

引用文献抄録

■各食品添加物に関するデータベース
情報収集調査報告書 検索結果の論文抄録

・食品添加物のリスク評価及び安全性
評価にかかわる論文の抄録

※1日暮一冊のファイルに納まらないため、複数ファイルに分かれる

（2）本書の構成’

本資料は大分類として「食品添加物のリスク評価結果及び引用文献」、「食品添加物の評価をおこなった論文」、

「リスク評価及び安全性評価レビューの調査・収集」セ構成されており、中分類として物質毎に調査・収集結果

をまとめている。

「食品添加物のリスク評価結果及び引用文献」は各物質のリスク評価結果毎に「原文一翻訳一引用文献対応

表」をまとめ、その後に物質全体の引用文献一覧と引用文献の原文を綴っている。

「食品添加物の評価をおこなった論文」は検索結果の論文一覧と論文の原文を綴っている。

資料構成は図1のとおりである。

大分類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中分類　　小分類

イ食品添加物のリスク評価結果及び引用文献J　　　物質　　　原文

翻訳

引用文献対応

引用文献一覧

引用文献原文

イ食品添加物の評価をおこなった論文」　　　　　　物質　　　論文一覧

論文原文

・「リスク評価及び安全性評価レビューの調査・収集」　－　　　　レビュー一覧

レビュー原文

レビュー翻訳

図1
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食品添加物のリスク評価に関する情報収集調査

2．物質一覧

調査対象の物質は表6のとおりである。

：一＝≠く－：’：’’史：くHく■：■三先拙＝ウ＝●＝’：’）こく’H‘：小冊’’く’：‘：朴：黒‘H‥・：■＝骨X。：■＝’■●＞＞■■＝■＝■＝■＝押ン＝■：●：●＝くウ：く■ン；■ン※：・：●㍑：・：・＞ト：・＞：・：く′・’’雷
灘≡：；房遥誅乏＝

00 4 添加 物 A lg inate ．
アルギン酸塩 （アンモニウム、カリウム 、カル

シウム塩 ）
H 15

00 5 添加物 C a Ic iu／m S a dc ha rate サッカリンカルシウム H 1 5

00 6 添加物 S o d iu m S tea royト2－JactyIate ステアロイル乳酸ナ トリウム ■ H 15

0 0 7 添加物 P o ly vin Hpy rro Iido n e ポリビニルピロリドン H 15

0 0 8 鱒加物 C a lciu m S o lb ate
　　　　　　　　　 l

ウ ルビン由 カルシウム H l云

／0 09 添加物 A m m onium L－G lutam ate L－グルタミン酸アンモニウム H 15

0 10 添加 物 β－A po⊥8’－■dar■ot印a l・至 ■、β－aP q－8’一中ロテナー ル ・H 15 ■、：

0 11 添加 物 ■ C a rhlih e ・ カルミン H 15

0 16 添加物 D im agne siu rn P h os ph ate リン酸二マグネシウム ・．．・

　　　　 ．．も．－
、、 H 16

02 8 添加物 C a lc ium A sc orbate アスコルビン酸 カルシウム H 16

0 29 添加物 M ag n esium H yd rox id e 水酸化マグネシウム 山1－6

0 30
姦元物‥

P o七島畠s iu m L a Ctate ．乳酸かノウム ・■・ ∴H 1 6：

0 38 添加物 S od ium A lu m in os川cate アルミ／ケイ酸ナトリウム

03 9
添加物

C alc iurn S Hicatd ・ ケイ酸カルシウム

04 0 添加物 A lu m injum C alc iu h S m cate ケイ醜カルシウムテルミニウム

04 1
添加物

M ag ne sium S‖icate ．・ケ イ酸マグネシウム

04 2 添加物 S od ium A lu m in ium P h os ph ate，A c id ic 酸 性リン酸アルミニウムナトリウム

043 添加物 C a lciu m A ceta te 酢酸カルシウム

044 添加物 C ald um O x id e 酸 化カルシウム

04 5 添加物　二 P otas sium S u rfate 硫 酸カリウム

04 6 添加物 T riethyl C itrate クエン酸三 エチル

甲 7 添加物 H yd raz in e ヒドラジン

0 4 8
添加吻

2，4－Pent anedion e 2 ，4 －ペンタンジオン

049 添加物 G arde nia Y e llow クチナシ黄色素

050 添加物 M eth an ol メタノール

05 1 添加物 V ita m inA ビタミン A
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食品添加物のリスク評価に関する情報収集調査

3．　国際機関一覧

調査対象の機関は表7のとおりである。

0 0 1 J E C F A
国 際連 合食 糧農業機 関 （F A O ）／ 世 界保健機構 （W H O ）

合 向食 品添加物専門家会議

0 0 2 J M P R
国 際連 合食 糧農業機 関 （F A O ）／ 世 界保健機構 （W H O ）

合 同残 留農 薬専門家会議

0 0 3 環 境 保 健クライテリア 世 界保健機 構 （W H O ）の 環 境保健クライテリア

00 4 飲 料 水 水質ガイドライン 世 界保健機 構 （W H O ）の 飲 料水水質ガイドライン

0 0 5 IA R C モノグ ラフ 国際がん研 究機 関（IA R C ）の IA R C モノグラフ

00 6 米 国 E P A の IR IS
米 国環 境保 護庁 （E n v iro n m e n ta l P ro te ctio n A g e n c y）の

I R I S（I n t e g r a te d　R i s kI nf o r m a t；o n　S y s t e m）

00 7 米 国D H H S の N T P
米国保健省（D e p a r t m e n t o f H e a l t h 　a n d 　H u m a n 　S e r v i c e s ）の
国 家毒性プログラム （N at；o n a L T o x ic o lo g y P ro g ra m ）テクニカル レポート

0 0 8 H S G 世 界 保 健機構 （W H O ）の安 全衛 生ガイド（H ea lth an d S afety G u ide）

0 0 9 P IM 世 界 保 健機 構 （W H O ）の毒 性情報モノグラフ（P oi！O n S Inform ation M o no gra ph）
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食品添加物のリスク評価に関する情報収集調査

4．調査対象データベース一覧

調査対象のデータベースは表8のとおりである。

1 J S T P lu s 科 学技術 （含 医学）全般 の文献情報 （世界 50 ヶ国の情報含む）j・

2 J M E D P rus 国・内医学 （含 春吉蔓草 ，生物科学等）文献 ・

3 T O X C E N T E R 、
医薬品や 、その他 の化学 物質、食品などの毒物学 的、．薬建 学的、生 医学的、生化

学 的な影 響に関する文献の書誌 情報

4 E M B A S E
生物 医学 および薬学領域 の文献を網羅 的に収録

レコードは書誌情報 、統制語 、EM T R由 コード、医薬品商高 名 、会社 名産収線

5 F S T A 食 品の加工 と製造の科単 的、技術 的側 面に関する文 献情 善良∴■・■

6 M E D LIN E
歯 科乳 看護 学、人 口統計学 環ヾ 境科学 、放射線 学、年除廃 棄物 管理 、獣 医学を

含 む生物暦学と薬学分野の文献情報 ■■
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食品添加物のリスク評価に関する情報収集調査

5．リスク評価結果一覧

翻訳、引用文献収集および引用文献の抄録作成をおこなった評価結果は表9のとおりである。

表9

：・・・・冊・・・・・、・・・・・輔弼妻妾室室：：‡ 鮒・　＝ ≡＝搾鉦ぎ≡≡＝‡：　　　　　　　　　　　　　 ：：ン：＝～＝＝ニ＝＝＝　　 ・：・＝・：く：＝＝＝附．・．・＝＝＝＝＝＝敦：：扶：‥￥

Sodium Alum inos川cate JECFA 038＿001＿001 JECFA EvaEuations－SOD【UM A LUM【NO SIu CATE－

038－001＿002
192．SHicon dioxide／am orphous／alum ．／caIノm agnesium ／sod＿

aEum ．／silicates （FAO Nutrition M eetings Report Series 46a）

米国DHHS の NTP 038＿007＿003 NTP Database Search：NTP Studies on Sodium A Ium inosHicate

038■007＿004 NTP：Testing Status：SODIUM ALUM【NOSIU CATE 10054－P

038＿007＿005 NTP：1344－0079 Chem ical

038＿007＿006 NTP：1344－00－9 Toxicity

Calcium SHicate JECFA 039＿001＿001 JECFA Evaluations－CALCIUM S【u CATE－

039＿001－002
192．SHicondioxide／amorphous／alum，／calノmagnesium／sod．
alum ．／silicates （FAO Nutrition M eetings Report Series 46a）

Alum inium　 CaEcium

S‖icate
JECFA 040＿001＿001 JECFA Evaluations－CALClUM ALUMINIUM SlLlCATE－

Magnesium SHicate JECFA 041＿001＿001 JECFA EvaEuations－MAGNEStUM SIU CATE （SYNTHETlC）－

041＿001＿002
192．Silicon dioxide／am orphous／alum ．／cal／m agneSium ／sod，

aIum ．／S川cates （FAO Nutrition M eetings Report Series 46a）

Sodium　　Aluminium
JECFA 042＿001＿001

JECFA EvaEuations－SODrUM A LUM 【NEUM PHOSPHATE，

Phosphate，A cidic ACIDIC－

042＿001＿002
546．Sodium alum inium phosphate （acidic and basic）（W HO Food

Additives Series 17）

Calcium A cetate JECFA 043＿001＿001・・ JECFA Evaluations－CALCIUM A CETATE－

043＿001－002 341．Calciumacetate，Chloride，gluconateandsulfate（WHOFood
Additives Series 5）

Calcium Oxide JECFA 044＿001＿001 JECFA EvaJuations－CALCEUM （〕X【DE－

044＿001＿002 088．Oxide，magneSium（FAONutritionMeetingsReportSeries
40abc）

Potassium Sulfate JECFA 045＿001＿001 JECFA Evaluations－POTA SSrUM SULFATE－

TriethylCitrate JECFA 046＿001＿001 JECFA EvaFuations－TRIETHYL ClTRATE－

046＿001＿002 485．TriethyIcitrate （W HO Food Additives Series 14）

046 001 003 585．TriethyIcitrate（WHOFoodAdditivesSeries19）

Hydrazine JECFA 047＿001＿001 700．Carbadox（W HO Food AdditivesSeries 27）

047＿001＿002 CA RBADOX （addendum）（JECFA FoodAdditives Series 51）

環境保健クライテリア 047＿003－003 Hydrazine （EHC 68，1987）

rA RC モノグラフ 047＿005●004 Hydrazine （LARC Sum m ary ＆Evatuation，Volum e 71，1999）

米国EPA のIRIS 047＿006＿005 lRIS Search

HSG 047＿008＿006 Hydrazine （HSG 56，1991）

2，4－Pentanedione － 048

Gardenia Ye”ow JECFA 049＿001◆001 JECFA Evaluations－SA FFRON－

Methanol JECFA 050＿001＿00■1 JECFA Evaluations－M ETHANO L－

050＿001＿002 217．M ethanol（FAO Nutrition M eetings ReportSeries 48a）

環境保健クライテリア 050＿003＿003 M ethanoI（EHC 196，1997）

米国DHH声のNTP 050＿007＿004 m ethanolevaEuation －NTP－CERHR M onograph－

PIM 050＿009＿005 M ETHA NOL （PIM 335）
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6．リスク評価結果及び食品添加物評価論文
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7．食品添加物リスク評価方法レビュー
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